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 会長報告                 会長：大原浩行 

��皆さんこんにちは。大高

がバナー遠いところようこそ

お越しいただきました。高

梨先生入会おめでとうござ

います。また韮崎さんどうぞ

例会を楽しんで下さい。世

間では何かと「トランプ」「関

税」が話題になっています

がアメリカが輸入品に高関税をかけ輸入を抑制し自国の

製造業を復活させるシナリオみたいに報道されています

が、もし現在１１万円の iPhone をアメリカ国内で製造する

と３０万円になってしまうそうです。中国への関税 145％を

かけてもまだ輸入した方が安いそうです。アメリカの製造

業の時給が約 3000 円ですのでそうなってしまいます。と

すると目的はとなると第一に中国に対する牽制です。中

国は補助金による製造業への支援、貿易ルール無視、フ

ェンタニルという新麻薬の原料の輸出等アメリカにとっては

とても不都合な国になっています。第二に NATO や日本

への防衛費の負担増などを求めているみたいです。野球

のピッチャーが最初に内角高めに剛速球を投げて牽制し

て自分に有利な投球をしていくみたいなものみたいです。

しかし世界経済へ与えた影響は株価を見ても大変なこと

になっています。日本も防衛費の増額を求められるので

あれば次々と退役していくアメリカの原子力空母が高額な

処分費用で解体できなくなっているそうなので１隻ぐらい

買い上げてやれば防衛能力の増強と軍事費の負担増そ

の上に貿易赤字の解消とトランプさんの思いどおりになる

のではないでしょうか  

 

 幹事報告                    幹事：川上勉 

❖2025.05.18.sun.
ＲＬＩ（ロータリー・リ

ーダーシップ研究

会）の研修会がリリ

ー文化学園リリー

ベ ル 小 学 校 で 開

催されます。対象者はガバナー補佐&クラブ会長エレクト。 
❖メール送信：「ハイライトよねやま 300 号」が送られてき

ましたので送信します。 
❖ガバナー月信に掲載するためクラブバナー記事寄稿の

お願いが来ています。事務局で対応します。 
❖メール送信：苫小牧東 RC から週報が届いています。 

第 1241 例会報告（2025.04.11） 
点  鐘 大原浩行 会長 

国歌斉唱・R ソング 君が代 奉仕の理想 

本日のプログラム PETS報告 大原次年度会長 

ゲスト ・ ビジター 大髙司郎DG 韮澤勝氏 

環境月間 

■出席状況 

会 員   13 名 
出席率 100.00% 

出 席 者  10 名 

WEB出席   1 名 Make-up 2 名 

定款第10条(第6-7節除く) 鈴木(夕)・信島会員 

■ニコニコボックス 

目標額 (本年度) 400,000 円 

実績額 本日/累計 14,000円 326,000円 

■MESSAGE 

大原会長 大髙ガバナー遠い所ようこそ 

髙梨さん入会おめでとう。 

川上幹事 髙梨先生入会おめでとうございま
す。大髙ガバナーようこそ 

海老原会員 今日は何の日：4月11日中央線開業
記念 1889(明治22)年4月11日、JR
新幹線の前身にあたる甲武鉄道が開
業したことに因んで記念日が設けら
れました。 

長友会員 大髙ガバナーご苦労さまです。髙梨
さん入会歓迎いたします！ 

中村会員 髙梨先生入会おめでとうございます 

堀越会員 鈴木さん、髙梨さん初例会おめでと
うございます 

横山会員 髙梨監督入会おめでとうございます 

例会の欠席は、水曜日 AM 10:00 までに川上幹事 
TEL 090-3497-0383 に連絡して下さい。≫ 

【通常例会 05.16】 

クラブ協議会Ⅰ 

会長方針・各委員会 

クラブ管理運営委員会 

【通常例会 04.25】 

ロータリーの原点 

横山会員 

クラブ管理運営委員会 

 

本日のプログラム  

 
次回のプログラム 
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 本日のプログラム  

 
「ＰＥＴＳ報告」     

              2025-26 クラブ会長 大原浩行  

��３月２９日３０日と２日間つくば市のホテル日航つくばで

の「会長エレクト研修セミナー PETS」に出席してまいりま

した。2025～26 年のガバナーは我々と同じ第７分区、水

海道ロータリークラブの「瀬戸隆海」さんです。職業はお坊

さんです。また RI 会長はブラジルの「マリオ・セザール・マ

ルティンス・デ・カマルゴ」さんです。職業は製造業と弁護

士です。今年から RI 会長テーマがメッセージとなり「よいこ

とのために手を取りあおう」です。瀬戸がバナーの地区行

動方針は「時は今 ところ足元 そのことに 打ち込む命 

永久の御命」です。瀬戸がバナーの恩師の言葉だそうで

す。地区数値目標は①地区会員数目標が２，０００名、

純増 クラブ会員数×8％ 純増１名 ②ロータリー財団

寄付 年次基金寄付・１５０ドル/人 ポリオ･プラス基金・

３０ドル/人 べネファクター・各クラブ１名以上 ポリオプラ

スソサエティー・クラブ１名以上 ポールハリスソサエティ・

地区１００名以上維持 ③米山奨学金寄付会員 会員１

人あたり２５，０００円 ④My ROTARY 登録と推進 会員

登録 85％以上 地区行動指針は①ポリオ根絶のための

プロジェクト ②ウクライナ支援事業のために ICC（国際共

同委員会）設立に参画 ③DSI の促進 ④公共イメージの

向上 ⑤会員維持率の向上と増強 ⑥ロータリーアクトク

ラブの活性化 ⑦青少年育成事業の推進 ⑧RLI への積

極的参加 ⑨メークアップの奨励 ⑩My ROTARY の活用

推進及び「ロータリーの友」の積極的な購読 ⑪クラブ優

秀賞への挑戦 ⑫国際大会への参加 ⑬ロータリー希望

の風奨学金支援の継続の以上１３項目です。以上が大ま

かな２８２０地区の方針、目標、指針です。今年も去年と

同様「会員増強」が大きな柱です。また My ROTARY の登

録率向上と活用といったところも昨年度と同じ目標になっ

てくると思われます。 

 
��大髙史郎 DG：本日は龍ケ崎中央 RC が会員増強に

大変貢献されていますので会員バッチを持参して参りまし

た。期首会員が 8 名で今月中に 14 名。何と純増 6 名。

75%増の勢いです。とても感謝しております。 

 

クラブ会長方針と計画  
「UNITE FOR GOOD 」 

2025-26 年度クラブ会長 大原 浩行  

■前年度に引き続き会長を仰せつかりました。前期は復

帰２年目でしたのでロータリークラブの運営というものがよく

理解しておらず川上幹事や横山事務局におんぶにだっこ

の１年でした。今期は２年目ですので多少なりとも自分の

色を出して行きたいと思っております。PETS や地区研修

協議会において瀬戸隆海ガバナーより何点かの明確な

目標が示されました。まず会員増強が最重要課題ではな

いかと思われます。また、マリオ・セザール・マルティンス・

デ・カマルゴ RI 会長のメッセージは「よいことのために手を

取りあおう」でカマルゴ会長も「ロータリーの財産は会員で

す」と述べられています。昨年度当クラブは６人の会員増

強に成功しました。会員を増やすためのノウハウは一通り

手に入れました。今期も２名の目標を立てクラブが一丸と

なって取り組んでいく所存です。しかしただ増やすだけでは

何の意味もありません。新会員となられた方々がロータリ

ー活動を心から楽しんでいただきその上にロータリーを理

解してもらうことが重要です。炉辺会議等を織り交ぜた親

睦活動を中心とした仲間作りやロータリーに関する会員卓

話の実施、姉妹,友好クラブとの共同事業を通して会員全

体が分かり合えるクラブへと進めていこうと考えています。

入会した会員が退会をせず会員を増やし続けるロータリー

クラブにして行きましょう。  

◇クラブ運営管理  

 「四つのテスト」の全会員への周知と実践、クラブ優秀賞

獲得への取組み。  

◇会員増強   

２名  

◇社会奉仕  

 市社会奉仕協議会やボランティア協議会との連携を強

化し様々な活動に参加していく。  

◇ロータリー財団  

 年次寄付 150 ドル？／人 ポリオ・プラス 30 ドル／ 

べネファクタークラブ１人  

◇米山奨学生（一人当たり）  

普通寄付 ５千円（年会費から支出）  

特別寄付 ２万円の会員協力をお願いする。  

◇奉仕プロジェクト  

 新しく出来た市多世代交流センターで開催する障がい

のある方のアート作品展「みんなで作るパラアート展」の実

施をする。作品を展示することにより彼らの生きがいやリハ

ビリなどの向上に貢献し、ひいては地域住民に対して障が

いのある方の芸術的創作活動の意義や重要性を認識し

ていただき DEI の取組へとつなげて行きたい。  

 


